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　 視　点

現代は非政治的領域がほぼ消滅したといっても過言

でないほど政治の干渉が肥大化した時代である。政治

干渉は権力の行使にほかならない。現代における政治

権力は、人間の営みとして、諸個人の自由を保障しな

がら社会の調和を保つという政治本来の姿から大きく

逸脱し、人々の生活を包み込む経済の分野に止まらず、

科学、芸術、宗教など他の文化的領域をも深く浸食し

ている。それはあたかも人知の及ばぬ不磨の掟のよう

に人間を支配するに至り、甚だしく倒錯した世界が出

来している。

一見抗いがたく制御不能にも思える政治化の時代は、

一面において各種議会選挙の低投票率に象徴される政

治的無関心の拡散する時代でもある。政治的領域が拡

大しその影響力が強まるほど無関心が日常化するとい

う奇妙な逆相関はなぜ生じるのであろうか。政治学者

の加藤節は蔓延する政治的無関心に五つの要因をあげ

ている。即ち①政治メカニズムの国際的拡大と複雑化

②官僚化、非人格化した組織に組み込まれた個人と社

会の断絶③利権や党利党略で抗争する政治屋的「おぞ

ましさ」への嫌悪④視聴率や販売部数に拘束されたメ

ディアの影響力拡大⑤現代人の多忙さがそれである。

また政治的無関心は洗練された権力行使による政治的

干渉の不可視化に由来するものとも考えられる。

これら二つの現代的事象は危機に立つ民主主義の両

側面である。ただしここでいう現代の射程は少なくと

も19世紀後半まで遡る。爾来、常に民主主義の危機と

その克服に向けた格闘が繰り返されてきた。民主主義

の歴史すなわち社会の民主化は、決して素朴で単線的

な進化を辿ったわけではなく、常に近代と前近代、進

歩と反動の相克によって跡づけられてきた。いまもま

た、ある自民党議員は国民に主権などないと公言して

いるが、これは安倍政権の本音である。彼らの脳裏には、

主権者とは非常事態に関して決定を下す者と定義した

シュミットの『政治神学』があるのかも知れない。そ

の彼らが非常事態条項を俎上に載せようとしている。

まさに改憲はナチスに学べ、である。民主主義の危機

の時代にあっては、しばしば代議制批判などを媒介し

て国民主権を否定する政治思想がもてはやされてきた。

その思想的淵源はおそらく、結果として専制政治の隠

れ蓑となったグロチウスらの大陸自然法学派まで行き

着くのであろう。

皮肉なことに、安倍政権によるあまりに粗暴で強権

的な安保法案の国会審議が、むき出しの政治権力を可

視化させ、多くの学生や市民が立憲主義の蹂躙に憤っ

て反対闘争に起ち上がった。これまでの経過をみると

言葉は悪いが、いまだなお強権政治への条件反射的な

範疇に止まっているようにも思われる。この怒りを持

続する変革の意志に転化する理論的根拠がいま問われ

ている。詳細をここで論じることはできないが、その

要諦は国家権力に対する主権者の優位、より本質的に

は政治に対する人間の優越性を、起源に囚われない普

遍的価値として包含した社会契約に求められる。

安倍政権によって日本社会の軌道は戦争に向けて切

り替えられた。あるいは日本の戦後史は徐々に戦争に

向かう軌道上にあって安倍政権は単にそれを加速した

だけなのかも知れない。いずれにせよ次のポイントで

は平和に向けて転轍機を作動させなくてはいけない。

もとよりそれで改革が成就するわけではなく、そこは

社会変革の起点であり、そこからさらに永続的な民主

化の営みが継続されるのである。戦争という倫理規範

からの究極的逸脱に抗して、平和のために、民主主義

の道義的優位性を堅持した政治哲学を復権すること。

それをもって、もっぱら主権者に依存した政治体制を

構築し、精神的文化的豊かさをあまねく均霑させうる

市民社会を形成することこそ、現代政治におけるパラ

ダイム転換を牽引しようとする運動に課された至上の

ミッションなのである。
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